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拝啓 

 

ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別の御厚情をお頂き、改めて有り難く御礼申し上げます。 

御社様方の温かい御支援の御陰をもちまして、我々の活動も着々と進展している次第であります。 

この度、第五期活動開始報告書を御献上したいと思い、このような会報を作成致しました。 

是非御覧になって頂ければ、至極の極みでございます。 

今後ともよろしく御指導御鞭撻の程、謹んで御願申し上げます。 

まずは略儀ながら、書中をもちまして御挨拶申し上げます。 
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１、第五期活動にあたり 

ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶  

 

 

この度、第５期ＴＵＳ Formula Racing プロジェクトリーダーを務めさせていただくことになりま

した、理工学部機械工学科２年の米田公平です。今期は、合わせてマネージメント班も担当いたしま

す。 

 第６回全日本学生フォーミュラ大会が行われてから早二ヶ月が経過しました。この期間で私たちの

チームは様々な面で、大きな変化を余儀なくされました。 

第一に、ファカルティアドバイザー（学術指導要員、以下ＦＡとさせていただきます）の変更です。

今まではＦＡの存在を軽視していたように思えます。このことがＦＡを探さなくてはならないという

状況になりました。この件を踏まえ、合わせてスポンサー様方への関わり方を見直す機会となりまし

た。 

第二に、大幅なメンバーの入れ替えです。第３、４期の主力メンバーだった学部３年生が抜け、今

期は学部２年生が７人、１年生が７人の計１４人と、尐数で臨むことになりました。大半のメンバー

が初めて車両設計に関わるという状況です。当然のことながら、知識、経験の面でチーム力が落ちて

しまったのは否めません。それらを補うにはチームの団結力がいっそう必要となってきます。 

そこで、プロジェクトリーダーとしてチーム力を高め、よりよい成績を残すために、今期は車両製

作には参加しますが設計は担当しないことにしました。これは客観的に物事を判断できる人材を確保

するためです。第３、４期と活動してきて、チーム内で争いが起きた時に、このような立場の人間が

必要ではないかと常々感じていました。そうした立場を置くことで、仲間をサポートする潤滑剤の役

割を果たすことが出来たらと思います。また、設計を担当しない分、日程管理、外務的な活動、大会

における静的審査のプレゼン審査など、今まで力を注げることのできなかったところを強化していき

ます。 

現在、各メンバーが車両設計に励んでいる状況です。尐数ではありますが、その分全員が同じベク

トルで進んでいるように思えます。このまま各自が自覚を持って活動していけば必ずや目標に近づけ

ると思っています。しかし、スポンサー様方、先生方、OB、家族、地域の方々のご協力なしでは実現

することのできないことであると思っています。私達のできることは、真摯に活動することに他なり

ません。どうか今後とも温かく見守ってくださるようお願いいたします。 

 

機械工学研究会 ＴＵＳ Formula Racing 

プロジェクトリーダー 

          米田 公平 
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ⅱ）FA について 

今年 9 月の第 6 回大会を終え、今までファカルティアドバイザー（以下 FA）を務めて下さった野口昭

治先生が FA をお辞めになりました。そこで、新たに理工学部機械工学科 川口靖夫先生に依頼し FA を

務めて頂く事になりました。簡単ではありますが、ご紹介させて頂きます。 

 

東京理科大学 理工学部機械工学科 流体機能研究室 

研究室 HP：http://www.rs.noda.tus.ac.jp/~fflab/ 

 

川口 靖夫 教授 

 

1956 年 1 月生まれ。 

1983 年京都大学 工学研究科 機械工学専攻博士課程 

  単位修得満期退学 

 

 専攻分野：流体のもつ機能の研究 

研究分野：流体力学／熱工学／レーザー利用計測 

水や空気のような流体のもつ機能（流れる、伝える、運ぶ）を軸に、基礎理論と実用機器とを双方

向的につなぐ研究をします。流れは自然界、発電所、エンジン、空調、自動車や飛行機の周りなど様々

な場面に登場し、私たちの生活に深く関連しています。流れを様々な方法でコントロールすることに

よって、液体を大量に運ぶポンプ動力の削減、未利用熱エネルギーの回収、コンパクトなエネルギー

機器開発といった技術課題が解決できます。  

ファカルティーアドバイザー（FA）からのご挨拶 

 

理工学部機械工学科教授 川口靖夫 

 

最近５時限（16:30-18:00）の講義を持ったのですが、ひとつの発見がありました。理科大の学生さ

ん達は定評通りまじめで素直。講義ではせっせとノートをとり、小テストにも一心に取り組んで 18

時まで教室は勉強する緊張感に包まれています。18 時を過ぎると、講義棟は普段と違った雰囲気にな

ります。ホールからは合唱の声が聞こえ、何を作っているのか金槌の音。これもまた大学らしい姿で

す。こうした場面で目を輝かせて活動している学生さん達をみると心強く思えてきます。 

これまで機械工学研究会・TUSFR のために長年尽力してくださった野口昭治先生の後を承けて、

私が FA を務めることになりました。フォーミュラーレーシングは学生さん達の自主性に基づいて行

われる活動ですが、プロジェクトとは支援してくださる企業の方 ・々OB・先生方の応援やアドバイス・

技術指導の中で育つものです。学生さん達も進んで責任を負い、もの作りを完成させ、成果を報告す

る活動を通じ成長するものと期待しています。これからも変わらぬご支援をよろしくお願いいたしま

す。 

http://www.rs.noda.tus.ac.jp/~fflab/
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２、チーム体制 

ⅰ）組織体系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５期でも組織体系に大きな変更はありませんが、各担当の役割を大きく変更することになりました。 

 今までチーム運営と共に部品担当を務めていたプロジェクトリーダーがチーム運営に専念する事とな

り、またマネージメント班を再編しチーム力の向上を狙います。 

車両設計・製作においては第 4 期同様、シャシー、パワートレイン、カウルの３班に分け、それぞれ

にパートリーダーを立て各パートでの設計・製作を統括していきます。 

ⅱ）チーム目標 

 第 4 期では車両の早期完成という目標を達成し、また車両ポテンシャルの向上も大幅に向上させるこ

とが出来たと考えております。しかし完成後のトラブル・問題も数多く発生し、大会ではマシントラブ

ルによりリタイアとなってしまいたした。 

 

またチーム・マネージメントとしては我々の不手際で多くのスポンサーの皆様にご迷惑をお掛けして

しまいました。大変申し訳ございませんでした。 

 

この状況をふまえ、『信頼』という 2 文字を掲げる事に致しました。 

 

＜マシンのポテンシャルを信頼しドライバーのアグレッシブな走行を可能にし、かつ確実の完走する

事の出来る信頼性を確保する事。そしてチームメンバー、OB、スポンサーの皆様をはじめ TUSFR にか

かわるすべての人が信頼し合い、一つの車両を作り上げる事。＞ 

 

この 2 文字をチームの柱としてチーム運営、車両設計・開発を行っていきたいと思います。 

 

 

   

プロジェクト 

リーダー マネージメント 

シャシー パワートレイン カウル 
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ⅲ）第五期メンバー  

 第 4 期より 1・2 年生のみが残り若いチームとなりました。専門知識・技術ともに未熟はありますが、

下記のメンバーに来年度の新入生を迎え活動して参ります。来年こそ皆様のご期待にお応え出来るよう

精一杯努力してまいりますので、1 年間よろしくお願い致します。 

 

 プロジェクトリーダー 

米田 公平 理工学部機械工学科 B2 

 

 マネージメント班 

      リーダー         関 諒介  理工学部機械工学科 B2 

                   宮原 亮二 理工学部機械工学科 B2 

 

 シャシー班 

リーダー         竹中 健太 理工学部機械工学科 B2 

                   平松 克規 基礎工学部材料工学科 B2 

                   杉岡 廣紀 理工学部機械工学科 B1 

宮原 亮二 理工学部機械工学科 B1 

 

 パワートレイン班 

      リーダー         菅原 敬  理工学部情報科学科 B2 

                   鈴木 貴広 理工学部機械工学科 B2 

                   十時 惟  理工学部機械工学科 B1 

                   宮本 良彦 理工学部機械工学科 B1 

                   雪本 善和 理工学部機械工学科 B1 

 

 カウル班 

      リーダー         鈴木 貴広 理工学部機械工学科 B2 

                   今村 健人 理工学部機械工学科 B1 

                   鈴木 一正 理工学部機械工学科 B1 
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３、TFR005 

ⅰ）車両コンセプト・大会目標 

 ＜中庸という言葉＞ 

 論語において、『中庸の徳たるや、それ至れるかな。』と孔子に讃嘆されたのが文献初出と言われ、『過

不足なく、偏りのない』という意味も持っています。 

 

 ＜コンセプトとするにあたって＞ 

 昨年、第４期車両の開発を進めていく上で『軽量・低重心・低慣性モーメント化』というコンセプト

を掲げ、見事完成した車両は第３期車両より大幅な軽量・低重心化を達成する事が出来ました。しかし、

例年以上の走り込みを行っていく中で耐久性不足が問題となり、肝心の大会エンデュランスではリタイ

アとなってしまいました。 

 

 そこで第５期では十分な耐久性を持った車両の開発が必要となります。しかし、車両性能に大きく係

わっている軽量化を犠牲にした上での耐久性は、我々の求める性能ではありません。 

 また大会の結果から静的審査での得点力不足が否めません。学生フォーミュラ大会ではものづくりの

総合力が競われ、車両の性能だけでは順位を上げる事は出来ません。 

 

 これらの考えを最も良く表現した『中庸』という言葉をコンセプトの中心として掲げる事となりまし

た。『相反する性能の両立・ノウハウの全くない分野への挑戦』と、とても難しい目標ではありますが、

１年後胸を張って活動報告が出来る様、メンバー一同努力してまいります。 

  

  

Follow the Golden mean 

～中庸を守る～ 

全種目完走 総合２０位以内    第６回大会結果 

プレゼンテーション 45 / 75 point      30.00 / 75.00 point 

デザイン審査    120 / 150 point     98.62 / 150.00 point 

コスト審査     １０位以内       １１位 

アクセラレーション ２０位以内       ２９位 

スキットパット   ２０位以内       不参加 

オートクロス    ２５位以内       ３３位（タイムオーバー・完走扱い） 

エンデュランス   ３０位以内       リタイア（１１周走行） 
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ⅱ）パート別リーダー挨拶 

 ここでは、各パートリーダーの挨拶とあわせ、各パートにおける課題・改善方法・新たな挑戦などの

開発方針、現在の状況を書きたいと思います。 

・シャシー班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 期シャシー班リーダーになりました。竹中健太です。理工学部機械科 2 年です。今期はフレーム設

計製作担当となります。今年で大会参加 2 年目となりましたが、5、6 回大会と結果は２年連続下位に

沈んでしまいました。４期ではサスペンションジオメトリ、アームの設計、製作、ドライバーを担当

していました。４期ドライバーを担当した意見としては、４期のマシンは３期に比べ、比較にならな

いほどの安定性、回頭性を手に入れました。しかしまだまだ満足できるレベルではありません。 

ですが４期では、３期での間違った方向への開発を正し、ある一定方向への正しい開発アプローチが

とれていたのではないかと考えています。それを５期では発展させていきたと思います。 

今年は昨年に比べ人数も尐なく大幅な世代交代があったため引き継ぎに時間がかかり、1 年生も重要

な部品設計を任されることになりました。そのため知識をつけ、確実なマシンを作るため、設計が当

初考えていたよりもだいぶ遅れています。その分日程管理の強化が必要になりそうです。 

シャシー班リーダーとしても日程管理に気をつけ、各部品担当者、各パートリーダー、他班とも話

し合いの場をたくさんもうけ、まとまりあるマシン作りを心掛けます。またカート経験を生かしたア

ドバイスなど、現場での指揮もできたらと思います。 

学生フォーミュラは学生が中心となって活動するわけですが、スポンサーの方々の協力を得ること

ができなければ成り立ちません。それをいつも肝に銘じながら活動をおこなっていきます。大会に参

加するのだから当然結果がついてきます。良い結果を出すためにこの活動をしているのだから、途中

経過がどんなによくても大会の結果が悪ければそれはそういう結果だったという評価にしかなりませ

ん。たらればを後からいっても何も生まれません。５期ではスポンサーの方々のより一層の協力を得

て、自信をもって報告会を開ける結果を出すため、シャシー班リーダーの立場からチームを強くして

いきたいと思います。 

＜進行状況について＞ 

11 月 26 日までに、フレームはドライバーポジションの決定、バケットシートの採用、フレームの概

要はまとまりました。またその他のパートも 5 期での仕様決めなどは決まりつつあります。しかしペ

ースは昨年よりもはるかに遅いという現状です。 

＜5 期の試み＞ 

・フロントバルクヘッド周辺のフレームの組み方の見直し 

・アッカーマンジオメトリの見直し、 

・4 期よりもキャンバー変化をつけるジオメトリによりコーナーでのタイヤの接地性の向上 

・ステアリングギアボックスの作り直し 

・レーシングカートのバケットシートの採用、加工 

・4 期よりもホイールベース短縮による回頭性の向上 

・ブレーキユニットの剛性向上 
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・パワートレイン班 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 期パワートレイン班リーダーを任命されました菅原 敬です。今期は「走りきる性能の追求」を

パワートレイン班の目標として掲げ、それを念頭に置いた班の指揮を執っていきます。 

＜「走りきる性能の追求」について＞ 

 前期の車両において発生したトラブルの多くが、パワートレイン班の管理するパーツに起因したもの

であったことを踏まえ、今期では初心に帰り、各パーツの信頼性向上をねらいます。しかし、単なる信

頼性向上のみならず、エンジンの低回転時トルクの向上、レスポンスの改善によってエンジンの性能を

生かすことでドライバーの能力を存分に車両に還元させる意味も含ませています。具体的には以下に示

す点の改善を目指します。 

 

・低回転時トルクの向上 

ギア比の調整等によって低回転時（5000～7000rpm）のトルク改善を目指し、加速度を向上させ

ます。 

・デフおよびデフマウントの改善 

 前期車両で敏感に駆動しすぎたためパワーロスの原因の一つになっていたデフの感度を調整しま

す。さらに、前期においてフレームを大きく歪ませたデフマウントはフレームに力を広く分散させて

応力の影響を最小限にとどめます。 

・ラジエーターの改善 

 オーバーヒートを起こした前期型のラジエーターは、大幅な設計変更も視野に入れております。フ

ァンの採用による冷却効率の向上、大型化も計画していますが、まだ検討段階です。 

 

＜現在の活動状況＞ 

 メンバー各員は設計の方針を決め、設計を行っているパーツもあります。また、1 年生が多数を占め

るため 2･3 年生による指導も行っております。 

＜最後に＞ 

 現在、私たちは 2009 年 3 月のシェイクダウンを目指して第 5 期プロジェクトに臨んでいますが、先

述したように未だに基本的なトラブルに多々見舞われています。私たちの力だけでは解決しがたい問題

に直面した際には、皆様の力をお借りすることがあるかもしれませんが、ぜひ暖かいご支援のほどお願

いいたします。 
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・カウル班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５期カウルパートリーダーを務めさせていただくことになりました、鈴木貴広と申します。 

私は、カウルを担当して２年目に入ります。カウル班では、今期からベテランの先輩方が引退し、

新入生とともにスタートします。私がこれまでに学んできたカウル製作のノウハウを伝えていきなが

ら、メンバー共々、協力し合い活動して行きたいと思います。 

 

４期では、きれいカウルを作りたいとの思いでデザインし、製作においても表面処理に力をそそぎ、

結果として満足のいくカウルを作ることができました。しかし、サイドポンツーンの本来の役目であ

るラジエーターの冷却効率の向上には至りませんでした。4 期で採用したアンダーパネルは、他大学

比べてまだまだの仕上がりでした。5 期では、これら課題を踏まえ、より良いものをめざして参りま

す。 

 

至らぬところがあると思いますが、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 期アンダーパネルの CFD 解析       後輪タイヤ回りの解析 

  

＜進行状況＞ 

現在、本・雑誌・インターネット等を参考にしつつ、カウルのデザインを検討しております。 

 

＜今後の試み＞ 

・サイドポンツーンの形状の最適化 

  ラジエーターの冷却向上、後輪タイヤ回りの抵抗の低減。 

・アンダーパネルの空力向上 

  よりダウンフォースの加わるアンダーパネルの開発。 

軽量化  目標 ３Kｇ（前年度比－３Kg）  

・リアウィングの試験的導入 

  リアウィングの試験的採用。 



 

11 

 

４、今後の予定 
 

第 5 期プロジェクトにおける今後の活動予定をご報告致します。 

  

第５期活動日程（予定） 

１２月：車両設計 

１月：期末テスト 

２月：車両製作、フレーム完成、追いコン 

３月：車両製作、試走会参加（第４期車両）、シェイクダウン 

４月：新歓コンパ 

５月：デザインレポート制作 

６月：コストレポート制作 

７月：期末テスト 

８月：オープンキャンパス、試走会参加、第６期立ち上げ 

 ９月：第７回全日本学生フォーミュラ大会参加 

１０月：第５期活動反省会、第５期活動報告会 

１１月：理大祭、0B 会 
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５、第 1 回活動報告 
 

 第 5 期プロジェクト 12 月 12 日現在の近況をご報告致します。 

ⅰ）車両設計 

 第５期では、現１年生も中心メンバーとして設計・開発にかかわっております。初めて体験する作業

ですので、四苦八苦しているようです。また、３月末のシェイクダウンを目指し設計を進めております

が、なかなか厳しい状況です。しかし、妥協せずしっかりとした設計をし、目標とする結果を得られる

様努力して参ります。 

ⅱ）理大祭 車両展示・デモ走行 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も例年通り、理大祭での車両展示・デモ走行を行いました。連日、大学近隣のお子様連れのご家

族はじめ中高生など多くの方にお越し頂きました。3 日目は生憎の雨となってしまいましたが、多くの方

に楽しんでいただけたのではないかと思っております。 

 今後もチームとしての発展だけでなく大会の発展のためにも、このような機会に積極的に参加してい

きたいと考えております。 

ⅲ）機械工学研究会 OB 会 

 

 

 

 

 

 

 

 理大祭の 1 週間後、機械工学研究会 OB 会を理科大にて開催しました。師走も迫った忙しい時期では

ありましたが、各地から OB の方がご参加くださいました。第 6 回大会の報告、第 5 期プロジェクトの

紹介をさせて頂き、また社会人先輩としてのアドバイスなど貴重な話をして頂きました。 
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 ̧   

  

http://www.mf- matsumoto.co.jp/ 

 

  

http://www.keihin- corp.co.jp/ 

 

  

http://www.sankei- gk.co.jp/ 

 

  

http://www.honda.co.jp/ 

 

TRUE BLUE  

http://www.true- blue.co.jp/ 

 

WIRUS WIN  

http://wiruswin.com/ 

 

  

 

  

http://www.watanabekougyo.co.jp/ 

 

 

 

 

６、スポンサー様一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ̧   

  

http://www.mscsoftware.co.jp/ 

 

  

 

R&D  

http://www.r - d.co.jp/ 

 

  

http://www.nissansp.co.jp/ 

 

 

http://www.nissinkogyo.co.jp/ 

 

  

http://www.yutakagiken.co.jp/index2.html/ 

 

RS   

http://www.rs- watanabe.co.jp/ 

 

  

http://www.bridgestone.co.jp/ 

 ̧   

  

http://www.sakae- koukan.co.jp/ 



 

14 

 

 

 

  ̧   

  

http://www.kovax.com/ 

 

  

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

  

http://www.hakeya.com/ 

 

  

http://www.kohshin- chem.co.jp/ 

 

  

http://www.shp.co.jp/ 

 

  

http://www.dowkakoh.co.jp/ 

 

  

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

  

http://www.nissin- shoji.co.jp/group/ 

 

  

http://www.nip.co.jp/ 

 

  

http://www31.ocn.ne.jp/~ngf/ 

 

  

http://www.yuasa- r.com/ 

 

  

http://www.showa- aircraft.co.jp/ 

 

( )   

http://www.sportscars.co.jp/ 

 ̧  

  

http://www.cybernet.co.jp/ 

 

( )  

http://www.solidworks.co.jp/ 

 

 NATS  

http://www.nats.ac.jp/ 

 

  

http://www.nipponpaint.co.jp/ 

 

  

http://www.nipponrentacar.co.jp/ 

 ̧   

  

 

  

http://www.nissan- global.com/JP/FORMULA/ 

 

HONDA   

http://www.honda.co.jp/ 

 

  

http://www.alinco.co.jp 

 


